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○概 況 
１月23日の噴火以降、噴火は発生していません。噴火後に多発した火口付近ごく浅部の火山性地

震は、徐々に減少しながらも継続的に発生しています（図１）。 

火山活動はやや高まった状態が続いており、今後も１月23日と同様の噴火が発生する可能性があ

ります。 

本白根山では、本日（16日）14時00分より噴火警戒レベルの運用を開始し、火山活動の状況を

踏まえ、火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）を発表しました。火口から概ね１㎞の

範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石に警戒して下さい（図２）。 

 

 
１） 噴石は、その大きさによる風の影響の程度の違いによって到達範囲が大きく異なります。「大きな噴石」と

は「風の影響を受けず弾道を描いて飛散する大きな噴石」のことであり、「小さな噴石」とはそれより小さ

く「風に流されて降る小さな噴石」のことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 草津白根山（本白根山） 火口付近ごく浅部の日別地震回数 

（2018年１月20日～2018年３月15日） 

・１月23日の噴火後に多発した火口付近ごく浅部の火山性地震は、徐々に減少しながらも継続的に発

生しています。 

 

本日（16日）14時00分より、草津白根山（本白根山）の噴火警戒レベルの運用を開始し、火口周

辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）を発表しました。 

【防災上の警戒事項】 

火口から概ね１㎞の範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石１）に警戒して下さい。 

噴火時には、風下側で火山灰だけでなく小さな噴石１）が風に流されて降るおそれがあるため注意

して下さい。 

この火山活動解説資料は気象庁ホームページ（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-a

ct_doc/monthly_vact.php）でも閲覧できます。 
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図２ 草津白根山（本白根山） 本白根山の噴火警戒レベルごとの警戒が必要な範囲 

・本白根山の「火口」とは、2018年１月23日に発生した噴火の火口が分布する領域（赤点線円）を

いう。 

・火口から概ね１km（黒実線）が、噴火警戒レベル２（火口周辺規制）の警戒が必要な範囲です。 

 

 


